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1. 緒言
発育・発達に関わる調査や研究は、先進諸国で
は進められてきたが、開発途上国では必ずしも十
分に進められていない。これらの調査や研究で
は、対象者の身体が健全に発育しているかどうか
や、疾病の有無、栄養状態などを把握することが
出来ると共に 1）、各機能の発達状況を知ることが
できる。それ故に、開発途上国での調査や研究、
データの整備が重要となり求められることとなる。
開発途上国であるタイ王国（以下タイとした）で
の発育・発達に関する研究を見ると、Langendijk
ら 2）はコンケーン県の小学生の肥満について、
Aekplakorn ら 3）は都市部と農村部の教育と肥満と
の関係についての報告をおこなっている。Ohsawa
ら 4）や國土ら 5）はタイ民族の体重や身長の発育標
準値を報告している。また、大山ら 6）はタイ、イ
ンドネシア、日本の児童の体格や体力の比較をお
こなっている。この様にタイでの発育・発達に関
する研究は見られるが、生活習慣を調べ体力との
関連を調査した報告が少ない。先進国である日本
では、体力測定と同時に生活習慣の調査をおこな
うことが多い。これらは、体力と日常生活がどの
様に関連しているかを調査し、体力の維持または
向上を図るための一助となっている 7）,8）。開発途
上国では、体力状況と生活習慣を調査し、体力の
維持または向上を図るための基礎資料を得ること
は極めて重要であると考えられる。
そこで、本報は、体力の一端を担う走力を対象に、
タイ東北部生徒の運動習慣と 50m走との関連を確
認し、走力向上に繋がる生活習慣を検討することを
目的とした。
2. 方法
2-1. 対象
タイのウドーンターニー県（図 1）の中学校、高
等学校（以下調査校とした）に通学する 12 歳〜 16
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Abstract	 :	This	study	aims	to	investigate	the	link	between	the	50m	dash	and	the	lifestyle	of	Northeast	Thai	schoolboys	and	
how	that	lifestyle	is	tied	to	advancing	running	ability.		The	subjects	were	163	boys	between	the	ages	of	12	and	16	from	Udon	
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The	main	results	of	the	study	are	as	follows.
1）	The	group	with	a	good	50m	dash	record	showed	a	large	amount	of	people	with	high	exercise	frequency.
2）	The	high	exercise	 frequency	group	had	many	people	with	 longer	exercise	sessions,	while	 the	 low	exercise	 frequency	
group	had	shorter	exercise	sessions.
3）	Many	of	those	that	did	little	to	no	exercise	after	school	also	spent	little	to	no	time	at	home	studying	or	doing	housework.	
This	suggests	that	incorporating	an	increase	in	exercise	frequency	and	session	length,	and	time	spent	at	home	studying	and	
doing	housework	into	a	regular	daily	lifestyle	may	be	important	for	improvement	in	the	50m	dash.
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歳の男子生徒 163 名であった（以下被験者とした）。
被験者の内訳は 12 歳（24 名）、13 歳（46 名）、14
歳（38 名）、15 歳（33 名）、16 歳（22 名）であった。
その身体的特徴は表 1に示した。また、被験者に対
しては、測定に関する注意事項を十分に伝えた。
2-2. 調査期間
2013 年 8 月であった。
2-3. 測定項目
体格項目として身長、体重、体力項目として
50m走であった。測定方法は日本の文部科学省（以
下文部科学省とした）の新体力テスト 9）に準じた。
2-4. アンケート項目
生活習慣に関するアンケ トー調査を行なった。調査
項目は、体育の授業以外の運動頻度（3日以上 /週、
1〜 2日 /週、1〜 2日 /月、全くしない）、運動時間（2
時間以上、1〜 2 時間、30 分〜1時間、全くしない）、
朝食の摂取状況（毎日食べる、時々食べる、全く食
べない）、1日の睡眠時間（8 時間以上、6 〜 8 時間、
6 時間以下）、平日のテレビ（ゲーム、ビデオ）視聴
時間（3 時間以上、2〜 3 時間、1〜 2 時間、1時間
以下、見ない）、平日の家庭での勉強時間（2 時間以
上、1〜 2 時間、30 分〜1時間、30 分以下、全くし
ない）、平日の家事手伝い時間（2 時間以上、1〜 2
時間、30 分〜1時間、30 分以下、全くしない）、通
学手段（徒歩、自転車、バイク、送迎バス）の 8 項
目から構成された。これらの項目は、主に文部科学
省の新体力テスト記録用紙 10）を参照した。アンケー
トは、タイの公用語（タイ語）で作成した（付記）。
2-5. 倫理的配慮
調査・測定実施にあたっては被験者にその主旨、
内容を十分に伝え同意を得ておこなわれた。
2-6. データ処理
50m 走の記録は、各年齢のデータをTスコアに
変換し、その標準化データを集計して 0 〜 25%、
26 〜 50%、51 〜 75%、76 〜 100%領域の 4 分位に
分けた。分析は、50m 走の 4 分位とアンケート項
目との関連、アンケート項目間の関連とした。分析
には SPSS-	Ver12.0 を用いて、χ2 検定を利用した。
統計的有意水準はそれぞれ危険率 5%未満とした。
3. 結果
表 1は、被験者の身体的特徴として身長と体重、
体力要素として 50m走の記録を年齢別に示した。
図 2 は、50m 走の記録を4 分位に分け、体育の
授業以外の運動頻度とのクロス集計の結果を示した。
その偏りには、有意な差が見られなかった（χ2=16.0
（9）,	p=0.067）。
図 3 は、体育の授業以外の運動頻度と運動時間
とのクロス集計の結果を示した。その偏りには、有
意な差が見られた（χ 2=189.5（12）,	p<0.01）。残
差分析の結果、運動頻度が 1 週間に 3日以上の者
は、2 時間以上の運動の者が多く（27.8%：22 名）、
30 分以下の運動の者が少なく（7.6%：6 名）、それ
ぞれの度数に偏りが見られた。さらに、運動頻度が
1カ月に 1〜 2日の者は、30 分以下の運動の者が多
く（50%：7名）、その度数に偏りが見られた。
図 4 は、体育の授業以外の運動頻度と平日の家
庭での勉強時間とのクロス集計の結果を示した。そ
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表 1　被験者の身体的特徴と 50 ｍ走測定結果
年齢 身長　SD 体重　SD 50m走　SD
（歳） （cm） （㎏） （秒）
12	（n=24） 152.6±5.7 43.6±12.4 8.66±0.8
13	（n=46） 159.4±7.3 48.3±12.1 8.31±0.8
14	（n=38） 165.4±7.4 53.9±10.3 8.10±0.7
15	（n=33） 165.8±6.9 55.0±11.2 7.86±0.7
16	（n=22） 168.1±7.1 55.9±10.1 7.66±0.7
SD：標準偏差
図 1 調査地域（■ : 首都）  
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の偏りには、有意な差が見られた（χ2=40.9（12）,	
p<0.01）。残差分析の結果、運動を全くおこなわない
者は、勉強も全くおこなわない者が多く（50%：4 名）、
その度数に偏りが見られた。
図 5 は、体育の授業以外の運動頻度と平日の家
事手伝い時間とのクロス集計の結果を示した。そ
の偏りには、有意な差が見られた（χ2=21.2（12）,	
p<0.01）。残差分析の結果、運動を全くおこなわな
い者は、家事手伝い時間が 30 分以下の者が多く（5
名：62.5	%）その度数に偏りが見られた。さらに、
運動頻度が 1カ月に 1〜 2日の者は、家事手伝いを
全くおこなわない者が 1名（7.1%）含まれており、
その度数に偏りが見られた。他のアンケート項目は、
運動頻度との有意な偏りが見られなかった。
4. 考察
被験者の身体的特徴（表 1）をタイの他の研究と
の比較を試みた。國土ら 11）、Ohsawa ら 12）は、タイ、
ミャンマー連邦共和国に居住する民族の大規模な調
査から、体重や身長の発育曲線を作成している。こ
れらと比較すると、本報の被験者の体重は 12 〜 14
歳が 90 〜 97%タイル値内、15 歳が 75 〜 90%タイ
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図 2　50 ｍ走と体育の授業以外の運動頻度との関連
注：図中の数値は回答度数を表す。
図 4 体育の授業以外の運動頻度と平日の家庭での勉強
時間との関連
注：図中の数値は回答度数を表す。残差分析の結果、セル
度数が有意に多く偏っている箇所には正符号、少なく偏っ
ている箇所には負符号を記した。
図 3　体育の授業以外の運動頻度と運動時間との関連
注：図中の数値は回答度数を表す。残差分析の結果、セル
度数が有意に多く偏っている箇所には正符号、少なく偏って
いる箇所には負符号を記した。
図 5 体育の授業以外の運動頻度と平日の家事手伝い時
間との関連
注：図中の数値は回答度数を表す。残差分析の結果、セル
度数が有意に多く偏っている箇所には正符号、少なく偏っ
ている箇所には負符号を記した。
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ル値内、16 歳が 50 〜 75%タイル値内であった。身
長は、國土らの報告から最も高値であったタイ族と
の比較をおこなうと、12 〜 13 歳が 75 〜 90%タイ
ル値内、14 〜 16 歳が 50 〜 75%タイル値内であっ
た。本報の被験者は、これらの民族よりも恵まれた
体格であったといえる。また、先進国である日本の
同世代の体格との比較を試みた。日本は 12 歳（身
長：152.9cm、体重：43.5kg）、13 歳（身長：160.1	
cm、体重：49.3	kg）、14 歳（身長：165.4	cm、体重：
54.0	kg）、15 歳（身長：168.1cm、体重：58.3	kg）、
16 歳（身長：169.8	cm、体重：60.5	kg）であり 13）、
本報の被験者の12〜14歳が日本とほぼ同様であり、
15 歳、16 歳が日本より若干劣っていた。本報はこ
の様な体格であったタイの東北部の中学生、高校生
を被験者とした。
被験者は、アンケート結果を基にグループ分け
し、50m 走の記録を比較したが明確な違いが見ら
れなかった。そこで、本報は、50m 走の記録とア
ンケート項目間でのクロス集計から、その偏りを見
ることとした。50m 走の記録を 4 分位に分け、各
アンケート項目とのクロス集計の結果、その偏りに
は、有意な差が見られなかった。しかし、走力の優
れた集団（4分位中 25%以下）は、50m走の記録と
運動頻度の偏りにおいて、統計的には有意ではない
ものの、頻度が 1週間に 3日以上に偏る傾向が見ら
れた（67.4%：29 名：図 2）。すなわち、運動頻度の
高いことは、50m 走の記録の向上に繋がる可能性
があることが考えられる。50m 走測定は、50m を
走った記録から全身無酸素性パワー測定の簡便法と
して用いられる 14）。パワーは時間あたりの仕事量
で表され 15）、スポーツや運動の場面では自分の身
体を素早く移動させたり、外部の負荷を移動させた
りすることである 16）。パワーは、筋力要素とスピー
ド要素が関連しており、筋の収縮時に発生する力・
スピード、神経衝撃の射出の度合いや様式が関連し
ている 17）。すなわち、50m走の記録の良い集団は、
筋収縮時の力が強く、速く、神経衝撃の射出の頻度
が高く、速やかにおこなわれていると考えられる。
50m 走は、体力要素の一部として、筋力やスピー
ド能力を反映することとなる 18）。
文部科学省 19）の運動・スポーツの実施状況は、
3日以上 /週（83.3%）、1 〜 2 日 / 週（7.5%）、1 〜
3 日 / 月（4.1%）、しない（5.2%）であり、実施頻
度が高いほど、体力（握力、上体起こし、長座体前屈、
反復横とび、20m シャトルラン（または持久走）、
50m 走、立ち幅とび、ハンドボール投げ）総合得
点が高く、他年度の調査においても同様の傾向が
見られた。これらの報告は、対象者が中学 2 年生
のみであること、統計的な分析がおこなわれてい
ないこと、体力測定を各項目別に分析していない
ことがあるが、発育期にある者に対して、対象国
の違う本報の被験者でも同様の傾向が見られたも
のと考えられる。本報は、これを種目別に検証す
るために統計的な分析を用い検討してきた。さら
に、中西ら 20）は、保健体育の授業に 1 時間の総合
的な学習時間を加え授業時間を増加し、体力総合
向上プログラムに取り組んだ結果、対象とした中
学生の体力向上に効果があったことを報告してい
る。これらを考えると、運動頻度を高めることは、
タイの生徒にとっても 50m 走（体力）の記録向上
に良好な影響を与える可能性があることが考えら
れる。一般に体力を高めようとする時は、運動時
間を確保し実施することは多くの者が経験するこ
とである。
次に、運動頻度に関連する生活習慣を見るために、
運動頻度と他のアンケート項目とのクロス集計をお
こなった。体育の授業以外の運動頻度は、運動時
間、平日の家庭での勉強時間、平日の家事手伝い時
間にそれぞれ偏りが見られた（図 3〜図 5）。運動
頻度の高い集団は、長い時間（2時間以上）の運動
をおこなう者が多く、運動頻度の低い集団は、短い
時間（30 分以下）の運動が多かった。この様に運
動頻度と運動時間に二極化の傾向が見られた。身体
的な不活動は、体力の低下の悪化が考えられること
から、今後、運動頻度が少なく運動時間の短い生徒
への十分な対応、何らかの対策が必要であると考え
られる。また、運動を全くおこなわない、または少
ない（1カ月に 1〜 2 日）者は、家庭で勉強や家事
手伝いをおこなわない、または短い時間（30 分以下）
の者が多かった。1日の生活の中で、勉強や家事手
伝いを全くおこなわない、または少ない者は、家族
構成等も考慮する必要があるが、日常の過ごし方が
適切ではないことが考えられる。また、ベネッセ教
育総合研究所 21）は、文部科学省 22）の平成 20 年度
全国体力・運動能力・運動習慣等調査を基に、運動
頻度が少なく、生活習慣が乱れがちな生徒ほど体力
は低いことを指摘している。本報においても、走力
の劣る集団は、勉強や家事手伝い時間の少ない乱れ
がちな生活習慣の中で、運動頻度や運動時間が減少
し、これらのことが 50m走の記録低下へ繋がった
可能性が考えられる。これらの者に対しては、学校
教育の中で規則正しい生活習慣を奨励し、生活状況
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を正すことが体力の向上に繋がる可能性が考えられ
る。50m走の記録と関連が見られなかったアンケー
ト項目については、本報は全体の傾向を確認するた
めに全被験者を一括して分析したが、発育状況（年
齢）別に分析することで、別の項目との関連が見ら
れる可能性が考えられる。また、本報は、体力要素
の一部である走力（50m走）のみを対象としたが、
今後、多くの体力要素の測定をおこなっていくこと
が課題となる。
5. 結論
本報は、タイの東北部生徒を対象に、運動習慣
と 50m走との関連を検討した。その結果、50m走
の記録と運動頻度の偏りには、有意な差が見られな
かった。しかし、50m 走の優れた集団は、運動頻
度が 1週間に 3日以上に偏る傾向が見られた。すな
わち、運動頻度の高いことは、50m 走の記録の向
上に繋がる可能性があることが考えられた。
タイ王国東北部男子生徒の生活習慣と走力の関わり運動頻度と 50m走を中心に
付記
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